
令和７年１１月２６日  

保護者様 

つくばみらい市立小絹中学校長 会沢 裕之   

    

 

令和７年度第１回学校評価アンケートの結果について    

 

 

向寒の候、保護者の皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃より本校教育推進

にご理解・ご協力をいただき、感謝申し上げます。 

さて、１０月に実施した学校評価アンケートには、たくさんの保護者の方々に回答していただ

き、ありがとうございました。回答をもとに、生徒が学校生活に満足できる学校を目指して改善

をしていきます。つきましては、下記の通り報告いたします。 

 

 

記 

 

 

                             １８３名   ２０名    ８３名 

１ 確かな学力の向上               [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）学ぶ中で、もっと知りたいと思うことがある（目標７０％）   

・とてもあてはまる・あてはまる       ６２．３％  ８５％   ４５．７％ 

 

（２）主体的に家庭学習に取り組んでいる（目標７０％）            

・とてもあてはまる・あてはまる       ５０．３％  ２０％   ４９．４％ 

 

（３）家庭でしている学習 

・学校から出された宿題           ８３．１％   ７５％  ８１．９％ 

・テストに備えた学習             ６３．４％   ６５％  ５４．２％ 

・塾から出された課題            ４９．７％   ５０％  ５４．２％ 

・自分で決めた学習             ４５．９％    ５％  ２８．９％ 

・授業の予習・復習             ２３．５％   １０％   ３．６％ 

   ・その他                      ０％     ０％    ６．０％ 

確かな学力のために 

ここ数年間、１人１台タブレット端末を授業の中で効果的に活用するこ
とができています。情報収集、情報の分析・整理、まとめ・表現、振り返り
等で、有効活用しています。また、グループ及びペア等の学習形態を工夫
し、自分の意見や考えをアウトプットできるように指導してきました。 
 

家庭学習については、ゲームやスマートフォン等
の使用ルールを守りながら、宿題以外にも学習習慣を身に付ける必要が
あります。学習の基礎・基本を定着させるために、定期テストや実力テス
ト前の学習だけでなく、日頃の家庭学習について保護者の協力をいただ
き、手立てを検討し、主体的に家庭学習に取り組むことができるように声
かけをしながら指導していきます。 



２ 豊かな心の育成                [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）学校生活が充実している。（目標８５％） 

・とてもあてはまる・あてはまる       ９２．９％    ８０％  ８３．１％ 

 

（２）小絹中学校は生徒の悩みに手助けしている。（目標９０％） 

・とてもあてはまる・あてはまる       ５７．９％    ９０％  ６１．４％ 

 

（３）手助けの内容 

   ・ふだんから声かけ             ３７．２％    ７５％  ３０．１％ 

   ・困っていることを話されたときに相談    ３５．５％    ８０％  ３６．１％ 

   ・学校生活アンケート、その後に相談     ３１．１％    ７０％      ７．２％ 

   ・校内フリースクール               ２３．０％       ８０％    １８．１％  

     ・オンライン相談窓口              １９．７％    ４５％    ４．８％ 

・スクールカウンセラーと話す時間を確保   １２．６％    ４０％  １２．０％ 

   ・分からない                ３２．２％     ５％  ３４．９％ 

 

豊かな心の育成のために 

教職員は、生徒理解にさらに努めていきます。
生徒一人一人の得意分野や成功体験を認め、本
人の努力を褒めることを大切にした教育活動を
行います。また、係活動や委員会活動等、協力
を重視する環境を活用し、生徒同士が互いに認
め、支え合うことで、自己有用感・自己存在感
の向上を図ります。 

 
生徒が「自分は受け入れられている」と感じられるよう、道

徳や特別活動で多様な背景や価値観を尊重する教育活動を行
っていきます。朝の活動や学級活動等で、エンカウンターやソ
ーシャル・スキル・トレーニングを継続して実施していきます。 
 
今後も、スクールカウンセラーなどいくつかの相談の窓口を

有効に活用しながら、生徒が困難を抱えた際にはすぐに相談で
きる体制を作っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 健やかな体の育成               [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）健康や安全を意識した生活をしている（目標８０％）           

   ・とてもあてはまる・あてはまる     ８３．１％    ８０％  ７９．５％  

 

（２）健康面で、どんなことをしているか。 

   ・朝ご飯を食べている          ８８．０％    ７５％  ８９．２％ 

・運動をしている            ６６．７％    ６５％  ５７．８％ 

・バランスの良い食事をしている     ５０．３％     ５％  ４２．２％ 

・早寝・早起きをしている        ４３．２％    ３５％  ４５．８％ 

   ・情報端末の使用時間を決める      ２２．４％     ５％  ４１．０％ 

   ・悩みを人に相談            ２１．９％    ２５％  １８．１％ 

・テレビ、ゲームの時間を決める     ２０．８％     ５％  ２１．７％ 

 

（３）安全面で、どんなことをしているか。 

   ・交通ルールを守っている        ９０．２％    ８５％  ８９．２％ 

   ・危険を予測しながら          ５５．７％    ３５％  ５３．０％ 

   ・不審者に会った時の対応を考えている  ４９．２％    ３５％  ４１．０％ 

   ・災害にあった時のことを考えている   ３７．７％    ３０％  ２５．３％ 

（４）運動に意欲的に取り組んでいるか。（目標７５％）    

   ・とてもあてはまる・あてはまる     ７６．５％     ８５％  ７３．５％ 

 

（５）どんな運動に取り組んでいるか。 

   ・保健体育の授業            ７７．０％     ８５％  ４７．０％ 

   ・部活動                 ５５．７％       ８５％  ５４．２％ 

   ・自分で決めた運動           ３９．９％      ５％  ２１．７％ 

   ・クラブチーム             ２７．９％     ６０％  ２７．７％ 

   ・習い事                ２７．９％     ３５％  １４．５％ 

健康への意識向上のために 

 朝食は今年度も９割近くの生徒がとっています。各ご家庭が、生徒を手厚くサポートをしてい
る証だと感じます。 

 
 また多くの生徒が運動に意欲的に取り組んでいます。
保健体育の授業だけでなく、部活動でも積極的に体を動
かしています。体育祭や校内駅伝などの体育行事を通じ
て、スポーツや運動の楽しさを感じ、運動習慣の定着につ
なげていきます。 
 

睡眠については、早寝・早起きをしていると答えた生徒は
４０％に留まりました。情報端末やテレビ、ゲームの時間に
制限がない生徒もおり、ゲーム機器やスマホの使い過ぎが
懸念されます。保護者の方のご協力をいただきながら、学校
でも生活習慣の乱れによる健康面への影響を指導していき
ます。 

 

 

 



４ 時代の変化に対応できる教育の推進     [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）夢や目標をもって生活している。（目標７０％） 

   ・とてもあてはまる・あてはまる     ６２．８％   ７０％  ５６．７％ 

（２）親子で将来のこと話している。（目標６０％） 

   ・とてもあてはまる・あてはまる     ６１．２％      ５５％  ７７．１％ 

（３）授業や家庭で、学習用タブレット端末を効果的に活用している。（目標８０％） 

   ・とてもあてはまる・あてはまる     ７５．４％      ６５％    ５６．７％ 

 

時代の変化に対応できる教育の推進のために 

 Society5.0について学習し、未来の生活の様子をイメージ
させることで、これからの仕事に必要なスキルや心構え等を
身に付けていけるよう、講演会を実施したり、職業調べや職
業体験を授業の中に取り入れたりしていきます。進路説明会
や進路講演会を継続して実施し、生徒が保護者と話し合う機
会を設けた上で、自分自身の進路を自己決定できるようにし
ます。 
 

 第２学年の夏休みから高校見学に参加し、情報収集や体験活動ができる
ように、情報提供を行っていきます。また、高校を卒業した後の進路や高
校進学を選択しない場合の進路にも目を向けることができるようにして、
中学校を卒業した後の自分自身の姿を想像できるようにしていきます。 
今後も、社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や姿勢を育ん
でいきます。 
 
 
授業で、学習用タブレット端末を効果的に活用するために、学校ではル

ールを制定し、なぜそれを守らなければいけないのかを考えさせていきま
す。また、家庭でのルール作りにおいては、親子で話し合う機会を設け、

改めて家庭でのルール確認を行っていきます。 



５ 教育支援の充実              [生徒]     [教職員]   [保護者] 

（１）学校の授業を通して、「分かった！できた！」と実感している。（目標９０％） 

・とてもあてはまる・あてはまる      ８４．７％   ８５％  ４２．２％ 

 

（２）どんな授業か。 

   ・ミニテスト、練習問題          ５９．７％   ５０％  ３２．５％  

   ・先生の説明               ５２．５％   ４０％  ２４．１％ 

 ・体験を伴う活動             ４８．１％   ７０％  ４３．４％ 

   ・実物が用意されたとき          ４０．９％   ４５％  ２７．７％ 

・授業と関連する動画や写真を見たとき   ３４．３％   ４５％  ３４．９％ 

・生徒が説明するとき           ２３．２％   ３５％   ９．６％ 

・専門家が説明するとき            ８．３％   １５％   ７．２％ 

 

（３）生徒の能力に合わせた活動がある。（目標８５％） 

   ・とてもあてはまる・あてはまる      ６９．４％    ８５％  ４２．１％ 

 

（４）どんな活動か。 

   ・友達と教え合う活動          ６８．３％   ７０％  ３２．５％ 

   ・教員が生徒にアドバイス        ３６．６％   ５５％  １３．３％ 

・自分でまとめる活動           ３３．３％   ４５％  １８．１％ 

   ・写真や動画を使った活動        ２７．９％   ５０％  １０．８％ 

・解く問題を生徒が選択できる      １５．８％   ２５％   ８．４％ 

・活動を生徒が選択できる        １５．３％   ２５％   ８．４％ 

・合理的配慮がされている活動      １０．４％   ３５％   ７．２％ 

・分からない                 ０％    ０％   ５６．６％  

 

 

 

 

 

教育支援の充実のために 

生徒の興味関心を高め、自ら進んで学習に取り組む姿勢を育て

るために、課題の工夫や定着を図るための練習問題の反復などを

行っていきます。また、自分の考えを伝え合う活動や、まとめる

活動を多く取り入れ、表現力を高めていきます。 

 

個々の実態に合わせて、生徒が学習内容を選択できる活動

を取り入れることで、自己決定できる場面をつくり、思考力・

判断力の育成に努めていきます。 

 

今後も ICT を有効活用し、個別最適な学習と協働的な学習

を進めていきます。 



６ 開かれた学校づくりと家庭・地域との連携  [生徒]    [教職員]   [保護者] 

（１）学校からの情報が伝わっている。（目標９５％） 

   ・とてもあてはまる・あてはまる          ７７％       ９５％  ６９．８％ 

 

（２）伝わっている内容 

   ・次の日の予定や持ち物など       ６７％     ３５％  ３９．５％ 

・行事の様子              ５８．７％   ９０％  ６９．１％ 

・生徒の学校での様子          ５５．９％   ４５％  ４２．０％ 

・授業の様子              ５３．１％   ６０％  １９．８％ 

・成績に関すること           ４５．８％   ３５％  ５１．９％ 

・学習（宿題、レポート課題）に関すること３９．７％    ２５％  １７．３％ 

   ・地域のイベントに関すること      ２０．７％    ６０％  ２９．６％ 

   ・学校の方針              １３．４％   ３０％  １７．３％  

   ・分からない               ０．６％     ０％    １．２％ 

 

（３）効果的な手段 

   ・スクリレ配信             ７８．７％   １００％  ８９．２％ 

   ・ホームページ             ４８．１％    ７０％  ５３．０％ 

   ・スクリレ個人配信           ２８．４％   ５５％  ３３．７％  

   ・面談                 １６．９％   ４０％  ２１．７％ 

・先生からの電話連絡           ８．７％   ５０％  １９．３％  

・家庭訪問                ２．７％   １５％   ０．０％ 

・Googleクラスルーム            ０．５％     ０％   ０．０％ 

  

（４）家庭・地域と連携して教育活動をしている（目標６０％） 

・とてもあてはまる・あてはまる     ６３．４％    ９５％  ７２．３％ 

 

（５）学校と家庭が連携できていると感じるとき 

   ・行事への協力             ５５．６％    ９０％   ６８．３％ 

   ・学校からの依頼物の提出        ２４．４％     ２５％  １９．５％ 

   ・学校へ相談したとき           １６．１％    ５５％  ２２．０％ 

   ・学校からの相談やお願いをされたとき  １１．７％    ３５％   ９．８％ 

   ・学校へ意見を伝えたとき         ８．３％      ０％   ３．７％ 

・登下校指導               ０．０％     ５％   ０．０％ 

・分からない              ３６．７％      ５％  １８．３％ 

  

 

 

 

 

 

 



（５）学校が地域と連携できていると感じるとき 

   ・資源回収・除草作業          ６０．７％    ８０％  ６１．４％ 

  ・登下校の様子の見守り         ３９．３％    ７０％  ５１．８％ 

・地域の方が学校行事に参加       ３５．０％    ７０％  ３４．９％ 

・地域の方がゲストティーチャー     ２２．４％    ４５％  ２０．５％  

   ・生徒の情報が寄せられるとき      ２０．２％    ３５％  １３．３％ 

・地域のイベントに生徒が参加するとき  １９．１％    ３０％  ２５．３％ 

・分からない              ２９．５％     ５％  １９．３％ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

開かれた学校づくりと家庭・地域との連携 

スクリレ配信による情報提供が、有効であると考えます。必要な情報が埋もれてしまわ
ないよう、配信日時などを工夫していきます。 
 
コミュニティ・スクールが開設され、教育活動において地域の方々の協力を得る機会が

増えました。生徒の安全面・学習支援面・環境整備面において、今後も保護者や地域の
方々のお力をお借りして、質の高い学びの実現に向けて努力していきます。また、生徒が
地域の活動に関わる機会も検討していきます。 

 

 

 

問合せ先 

 つくばみらい市立小絹中学校 

  教頭  山本 孝子 

   電話 0297-52-0505 

 


